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弘前市の深度l000mの試錐から採集された

スライム中の有機物

氏家

(1985年9月30E3受理〉

1. まえがき

‘津軽堆積怠地内に積成す

中の有機物の続成変化を立体的，

現することを目的として，調査・分析を進め

てきた。その一部成果については，これまで

にも報告してきたくじjiie，1984 ;氏家・細

谷， 1985)。今関，、韓軽盆地内に掘揺された

試錐のスライムを入手し，それら れて

いる有機物を分析したので，

るD
さんびない

分析試料は，青森県弘前市小比内の運動公

園〈北韓40035ぺ東経140030')内で， 1982 

さ10∞mまで掘削された試錐のスライ
ムである。スライム試料から分離した，

-常EE下で有機溶媒に不溶の有機物，ケロジ

ェンに，元素分析・該磁気共鳴・赤外吸収の

各分析を施し，それらの分析結果と試料の漂

との関連性を検討した守

II. 地賞麗序概説

スライムから推定された地費j欝序は Fig.1

に示すく昭和撃泉株式会社，来会表〉。油資

産軽盆地南高部に露出する地麗と対

比されている。しかし，この m対比グは，ス

ライムの岩棺肉眼観察にのみ基づいてなされ

たものであり，有孔虫・花務・聴謹な

対誌に有効とされる徴化石については全く

べられていない。

より深度97mまでは，来韻結の砂穣
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からなり第四系 されているs深鹿野~

され，鮮新統

されている O 深愛223---462

mは，主に砂貿シノレト岩から構成され，中新

統の松木平層に対比されている。深度462---

674mは主にジノレト岩から， 674---746mは灰

色砂質接皮岩から， 746---880mは頁岩から，

880---1000m -トは砂質凝灰掛からそれぞれ講

されているs しかし， 462m以深は一括さ
おおわきわ

れて，すべて中新絞の大和沢!欝に対比されて

いる。

東詰盤層と松木平層との間に，
たいあき まいど

として大軟腐〈舞戸層)が一

般に認められているが，本試錐地域では欠如

していると解釈されている。

スライム中に肉棋で観察できる化石として

は，楳縞類の Sagaritessp.が，深痩620---

700mで、多産する O

III. 分析方法

A.ケ口ジヱンの分離
スライムは， 課度55---995mまではぽ5m

間関で回収された。そのうち，深度250-995

m間の9試料をとりだし，実験窓内で十分水

洗いし，捌制混水中の異物などを肉眼ででき

る撮り除去した。その後， 700Cの恒混槽で

乾燥した試料を， 200メッシュ以下ι粉僻
し，イヒ学的処理を施したむす会むち，議酸で

炭酸場拡物を，壕酸と弗酸の混合液で珪酸壌

鉱物を，ジオキサンで抽出性有機物(ピチュ
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Fig. 1 Geological columnar section of the 
borehole (after Showa Sakusei Com-
pany) 

メン〉を，それぞれ除去し，ケロジェンを

分離した。分離法の詳紬については，氏家・

秋山 (1978)，Ujiie (1984) を参照された

し、。

B.ケロジニ巴ンの分析
1. 元素分析

氏家

分離したケロジェンは，梯本製作所製MT

‘水素・

について

は，全体か

しき|いた残量として求めたa

2. 核磁気共鳴

ケロジェンのプロトンー核磁気共鳴の測定

には，北海道大学工学部核磁気共噛壮理由市

室所有の Bruker社製 Sxp4-100バノレス FT

NMRを使用した。測定条件等については，

秋山・氏家 (1983)，Ujiie (1984)を参照さ

れたいc

3. 赤外吸収

KBrに数

して，

ケロジェンをまぜ錠剤と

赤外・

日立

製作所製赤外分光光度計260-50型で，赤外吸

収スベクトノレを沸j定した。

IV. 分析結果と考察

ケロジェンの元素分析の結果は， Table 1 

同一槙源物質に由来するケロジェン

が続成作用を連続的に受けると，その炭素合

脊率は徐々 し， H/C， N/C， O/Cの各

原子比は減少額向を示す (Forsman & Hunt， 

1958 ; Mclver， 1967 ;氏家・秋山， 1978;氏

1981)。しかし，本試錐のケロジェンで

は，探度850m以深で O/C原子比が，

の増加にともない連続的に減少する以外に

;ま， と との間の相関は認められ

ない。

ケロジェンの根源物質の推定のために，元

素分析の値を VanKrevelenダイヤグラム

(H/C原子比対 O/C原子比のグラフ〉にプ

ロットすると， Fig.2のようになる。 Van

E三revelenダイヤグラムを考案した Tissotら

によれば，間ダイヤグラム上で，議類起源の

ケロジヱンは path1に，胞子ー花粉・プラ

ンクトン・パクテ Fア起源のケロジェンは

path IIに，陸生高等植物起諜のケロジ£ン

は pathIIIに，その組成値がのるO そして，
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Elemental composition and 11王将M設す1of kerogens Table 1 

lH-NMR 
T1(ms) 

Atomic ratio 
日/C N/C O/C 

Elemental composition 
C(%)日(%)N(%) 0(%) ash(男〉

Depth 
(m) 

Sample 
No. 

Formation 

1
2
3
4
幽
む
ハ
り

7
a
u
Q
d

10.0 
3.7 
3.4 
4.0 
3.6 
2.0 
3.7 
3.3 
9.4 

1.27 0.028 0.85 
1.08 0.039 1.43 
1.12 0.031 1.16 
1.18 0.038 1.08 
1.09 0.044 1.88 
1.23 0.042 1.62 
1.27 0.040 1.37 
1.28 0.043 1.31 
1.15 0.037 0.83 

36.58 
37.02 
30.79 
40.37 
47.53 
39.69 
41.06 
38.96 
27.81 

31.65 
39.46 
40.03 
33.30 
36.07 
39.36 
36.09 
36.69 
35.59 

0.91 
0.95 
0.94 
1.02 
0.74 
0.90 
0.93 
1.05 
1.40 

2.96 
1.87 
2.42 
2.27 
1.30 
1.87 
2.10 
2.25 
3.07 

27.90 
20.70 
25.82 
23.04 
14.36 
18.18 
19.82 
21.05 
32.13 

Ma 
Ma 
Ma 
Oa 
Oa 
Oa 
Oa 
Oa 
Oa 

250 
350 
450 
650 
850 
875 
905 
945 
995 

Ma : Matsukitai Formation， Oa: Owasawa F. Oxygen content is determined by 
subtracting C， H， N and ash content from the total weight. 
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O 

イヤグラム上で，本試錐のケロジェンの

は， Fig.2の如くいずれも pathIIと III

の延長緩にはさまれた議域に入るs よって，

態子・荏粉-プランクトン，パクテヲア

続成作用の進行にともない，各タイプのケロ

ジヱン拭各 pathの上を原点に向かい移動

するといわれてし、るくすissotet alリ 1974; 

Tissot &Welte， 1984)0 Van Krevelenダ
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C罰-1

を同定したs 摂源物紫の同じケロジェン

では，続成作用の進行につれて，赤外吸収ス

ペクトル上では，多分芳香旗の CココCの吸

収替が増大し，脂肪族やCニ Oの吸収警が

縮小することが認められている (Durand& 

Espitalie， 1976 ;氏家・秋山， 1978; Tissot 

& Welte， 1984)0 しかし，本試錐では，ケロ

ジェンの捗外吸収スベクトノレにそのような深

度にともなう増減の傾向は認められなL、。

以上のように，本試錐のケロジぷンは，元

lH-NMR Tlt 赤外吸収でみる限り，

深度にともなう規則的な変化は認められま

この理由として，ケロジェンの摂源物質

く，潜準によち変化したためと指

定することができる。しかし，同

内の五所川原市東部iこ分布する中新統におい

ては，本試錐と同議に胞子・花粉・プランク

トン・パクテヲアや高等植物などの漉合物に

した未熟成のケロジェンであり，しかも

層準により根源物質の結成ι相違が認められ
る。にもかかわらず，1H欄NMRT1は理没探

度の増大につれて指数関数的tこ増加する〈氏

-細谷，1985)。囲って，本試錐tとおけるケ

ロジェンの諸性質の不規開な挙動を，根源物

賓の柑違だけで説明することは悶難である。

等捕物などの混合物iこ由来した，ま

用をあまり受けていない未熟成のケロジ

であると誰定されるc

次に，ケロジェンのプロト

子百-NMIミ〉におけるスヒンー格子緩和時間

(T1) の測定結果を， Table 1の右端に示

す。一般に，ケロジェンの T1鑑は，その化

と考えられて

おり，続成f乍用の進行にともない指数関数的

に増大する (Hirata& Akiyama， 1982 ;秋
山・氏家， 1983， 1985;氏家・細谷， 1舘5)。

しかし，本拭錐のケロジェンのぐrd直は，最

浅と最深の試料で約 10msと高い値を示し，

その簡の深度では3.5ms前後というほほー

(Table 1)。

とケロジェンの T1~嘉と

く認められない。

さら広，ケロジェンの左手外吸収スベクトル

も測定したが，ケロジ

分子北合物のために，

ものしか得られないくFig.3)。そのようなな

かで， Tissot et al. (1971， 1974)， Durand 

& Espitali長(1976)，氏家・秋山 (1978)を

して，非芳香族の C五， C=O，多分

のC=C.CH2十CHg，C …Oのぞ5吸

Infrared spectrum of kerogen at 995 m in depth 

ン

Fig.3 

L 、。

ン

芳



のものに問題があ もあ

るO すなわち，コアでなくスライムを試料と

したために，坑壁の崩壊による浅部の地購の

落ち込み〈ケ}ピング)や，掘削j泥水による

汚染(コンタミネ}シ 3 ン〉が試料に混入し

た可能性がある。また，lH-NMR T1髄にお

いて，最浅の試料(深度 250m) のケロジ

ことは，下位

再

どれか一つが起こったとしても，

とケロジェンの諸性賓との関に相模関係は当

黙認められないであろう c 現在，有機物の分

析で，これらを識別する方法はないが，本試

錐の場合には，これらの現象が記き

が大きいと患われる。

v.まとめ

ライム中の有機物 35 

を現いた.昭和撃泉樟式会社(菅原稿治社長〉から

は，分析用のスライムを捷在宅して]笈いた.以上の方

がたに心から儲礼申し上げる.
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Abstract 

The borehole was drilled 1000 m through sandstones, siltstones and tuff of Quater­

nary to Neogene Tertiary age at 40 0 35'N, 140 0 30'E in Hirosaki City. Kerogens sepa­

rated from slimes were characterized by elemental analysis, IH-NMR and infrared spec­

troscopy. It is assumed from the elemental analyses that these kerogens may be de­

rived from a mixture of pollen, spore, plankton, bacteria and terrestrial higher plant. 

But any parameter in elemental composition, spin-lattice relaxation time CT1) of JH_ 

NMR and infrared spectra shows no reasonable change due to burial diagenesis. It 

is considered that these phenomena came out because slimes whoes kerogens were 

analyzed had been contaminated by younger sediments caved in from well walls and 

contained in mud filtrate, and/or by older sediments resedimented from lower horizon. 


